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調査地域における砂糖きび作は,カンチャナブリ県では3年 3作 (一部 2年 2作)が,コン
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港概地域 非港概地域



























































機械化については,耕転作業で 100% の農家が トラクターを使用 しているが,植付けや,最
も労働力を必要とする収穫作業では,ごく一部の農家が,精糖工場が採算を度外視 して安い料








無 く,地代については,首都バンコクに近いカンチャナブリの方が, 2倍近 く高い｡
調査農家の経営耕地面積は,両地域とも平均 90ライ強であり,このうち砂糖きび作付面積は





























カ ンチ ャナプ リ コンケーン
標 本 世 帯 数 (戸)
平 均 世 帯 人 員 (人)
家 族 労 働 力 (人)
うち砂糖きび農業を主に行う者 (人)





砂 糖 き び 収 量 (トン/ライ)
糖 度 (CCS)
砂 糖 き び 価 格 (バーツ/トン)
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表 4 砂糖きびと競合する主要作物の収益性 (バーツ/ライ)
土 地 純 収 益





































平均値 595.28 70.3 191.69 567.01 367.4 133.18 265.95 351.86


























































土 地 純 収 益 (バーツ/ライ) 1,390,7 2,218.2
利 子 率*(%) 9.25
農地の収益還元価値 (バーツ/ライ) 15,034.5 23,980.5
農 地 価 格 (バーツ) 52,708 29,702
出所 :表4より計算｡
･1991-95の間の年平均定期預金利子率,ADB [1996:335]｡
表 7 90年代における精糖工場数,砂糖きび生産量 ･作付面積の地域別変化
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部タイの計 11工場が,東北部 (5),北部 (3),中北部 (3)への移転申請を行 うなど,中部











ンプリの3県を含む砂糖きび生産地区 (第 7区)は,最も多 くの活動的なクオータ･マンを擁
する地域でもあり,農民へのサービスを通 した組織化に熱心である｡ また,登録制度 も比較的
忠実に守 られてきた [TDRI1993:Ch.2]｡ これに対 して東北 タイのような新興産地において
は,クオータ･マンの数 も少なく砂糖きび農民の組織化に熱心ではなく (表 8),登録制度 も遵







1.クオータ･マンを通して取引を行う農家の割合 (%) 80 30
2.砂糖きび農民組織のメンバーであるクオータ･マンの割合 (%) 100 50
3.クオータ･マンと精糖工場との契約内容;


























代)で貸し付ける｡ 機械のオペレーターとメインテナンスはリース会社が受け持っ O また,精
糖工場は, リースした機械一台で年間 1万 トン以上収穫 しなければ, リース会社にペナル
ティーとして,10万バーツを支払わねばならない｡


























































































































































































































て,それに対応する稼働率を想定 して,その上で機械収穫費用を計算 したものが,表 13の数値
である｡これによると,歩行型の場合には64.5ライ程度の規模が,カセサート型の場合,400ラ
イ程度の規模が,労働力を使用した場合の機会費用と比較 した損益分岐点となる｡ 我々の調査







































6･45 24･97 64･48 19･53 6.96
34･19 39･41 122･65 77･70 65.13
収 穫 労 賃 (バ～ツ/トン)4) 60-75 (カンチャナプリ) 50-65 (コンケーン)















































間収穫量を計算し, これより,表 12(9) の計算方法を用いて費用
合計を計算した｡
表 14 各収穫機の抱える問題点




















一部の農家が輸入大型機を使用 しているに過 ぎない,というのが現状である｡8)これは,上述 し
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